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本書の巧いかた 


本書を正しくご活巧いただくための表記上の約まごとを説明します D 

表記上の約ま 

ま意マーク . 应 に続く説明文は、製品の取り販いにあたって特に注意すべき事 

項です。このミ主意事項に従わなかった場合、身体や製品に損傷を与え 
る恐れがあります。 

次の動作マーク . に続くページは、次にどこのページへ進めばよいかを記してい 

ます。 

文中の用語表記 

•Windows 搭載パソコンの場合、本書では、次のようなドライブ構成を想定して説明しています。 
C: ハードディスク 
D:CD-ROM ドライブ 

•文中 [] で囲んだ名称は、ダイアログボックスの名称や操作の隙に選択するメニュー、ボタン、 
チェックボックスなどの名称を表しています。 

•本書に記載されているハードディスク容量は、 ]GB= 1000化乂16で計算しています。 0S やア 
プリケーシヨンでは、 1GB 二 1024'byte で計算されているため、表示される容量が異なります。 


( ■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを1 
巧うことは禁じられております。 

■ buffalo ™ は、 株式会社メル コ ホールディングスの商標です。また、本書に記載されている他社 
穀品名は、一般に各社の商標または登録商標です。本書では、™、®、◎などの マークは 記載して 
いません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容に ついては、 改良のため予告なしに変更される塌 
合があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがあ 
りましたら、お買いまめになった販売店または弊社サポートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の 0 A 機器としてお使いくださし、。万一、一般 0 A 機器政外として使用さ 
れたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承くださし、。 

-医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高いを全性が要まされる用途に 
は使用しないでください。 

•一般 0 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使巧するとき 
は、ご使巧になるシステムのを全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しない 
でください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。 

■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するもの 
について は、曰本国外への輸出に隙して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可）が必要です。 

■本製品の使用に隙しては、本書に記載した使巧ちまにおってご使用くださし、。特に、を意き項とし 
て記載された取扱ちまに違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失•破損 
した場合については、保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記 
憶装置に接続して使用するものである場合は、本書に記載されたま意事項を遵守してください。ま 
た、必要なデータはバックアップを作成してください。お客様が、本書のま意事項に違反し、また 
はバックアップの作成を怠ったために、データを消失•破棄に伴う損害が発生した場合であっても、 
弊社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■ 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過 
失があった塌合を除き、本製品の購入代金と同穎を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を f 度補し、または瑕疵のない同一聲品または 
同等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の責に任じません。 
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はじめに 

はじめに確認して頂きたいことを記載しています。 


各部のを觀 


<前面> 



<背面> 



①電ミ原ランプ 

緑色点灯：電源 ON 時 
檔色点灯 ： RAID ンテナンス中 

@アクセスランプ 

本製品に内蔵されたハードディスクのが態 
を表示します。ランプ横に記載されている 
^号が、ハードディスクのディスク番号を 
示しています。 

緑色点灯：電源 ON 時 
緑色点滅：アクセス時 
ホ色点滅：リビルド時 
赤色点灯：異常時 

^^ホ色点灯した場合は、「故障かなと思つ 
たら（ブザー•ランプの確認)」 （ P 30) を 
参照してください。 

感電源スイッチ （ POWERMOD 口 

次ページを参照してください。 

④ eSATA コネクター 

eSATA 接続で取り付けるときに 、 eSATA 
ケーブルを接続します。 

感 USB コネクター 

USB 接続で取り付けるときに、 USB ケーブ 
ルを接続します。 

©電源 コネクター 

AC アダプターを 接続し ます。 

@フアン 

ファンを塞ぐような設置はしないでくださ 
い。 

感セキユリティースロット 

別売のセキ ュ リ ティーアダプター ワイヤ 
ケーブルで固定することができます。 


※本製品前面のフロントパネルの内側には、緩衝材の厚紙が固定されています。お使いになる前 
に、必ず緩衝材の厚紙を取り外してくださし、。取り外さずに使用した場合、本製品内部の空気 
の流れを巧げて高熱になり、故障する恐れがあります。 
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電源の ON/OFF 


本製品の電源は、 「 PC 連動 AUTO 電源機能」によってパソコン本体の電源 ON / OFF に合わせて 
自動で ON / OFF します。パソコンの電源を OFF にしても本製品の電源が OFF にならない場合は、 
手動で OFF にしてください。 



巧用時のミ主意 

-パソコンの電源スイッチを OFF にしてから本製品の電源ランプが巧えるまでに、みし 
時巧がかかることがおります。 

- AC アダプター付きの USB /\ブに本裝品を巧親した場合、パソコンの電源スイッチを 
OFF にしても本製品の電源ランプが巧えないことがあります。本製品の電源スイッチ 
を OFF にするか、 USB n ブから本裝品を取リかしてください。 
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起動用ハードディスクとしてお使いになる場合 
( eSATA 接続で Windows をインストールする場合のみ) 


eSATA 接続をした場合、 Windows をインストールし、本製品を起動巧ハードディスクとして使 
用することもできます。 Windows をインストールする場合は、が下の手順で行ってください。 

- Mac os をおほいの場合や USB 描廣の場合は、 Windows をインストールできません。 

- RAID を設ちする場合は、 0 S をインストールする前に「はじめにお読みください」の 
手順で本®品をセットアップした後、 RAID 設定を巧ってください。 Windows のイン 
ストール後は、 RAID 設定を巧えません。 

- 2 TB な上の領巧に 0 S をインストールすることはできません。超えているときは 、 「RAID 
を巧築する」 （ P 19) で互換モードとしてフォーマットし、1つの領域が 2 TB を超えない 
よラにしてください。 

nag Windows をインストールした後、ハードディスク内に未使用領域がある場合は、パーティ 
シヨンを作成し、フォーマットしてください。【画面で見るマニュアル「フォーマット/ 
メンテナンスガイド」】 

パソコンに付属の CD-ROM から Windows をインストールする場合 

本製品をパソコンに接続して電源を ON にし、パソコンのマニュアルを参照して 0 S をインストー 
ルして ください。 

imm お使いのバソコンによっては、仕谢こより Windows をインストールできないことがちり 
ます。バソコンメーカーにご巧認ください。 

Windows の CD-ROM からインストールする場合 

本製品をパソコンに接続して電源を ON にし、 Windows をインストールします。画面に表示さ 
れるメッセージに従って操作してください。インストール手順は Windows のマニュアルを参照 
してください。 Windows を新規にインストールする場合の一般的な手順は、こ欠のとおりです。 


本製品を eSATA ケーブルでパソコンに接続し、電源を ON にする 


▼ 


Windows の起動ディスクからパソコンを起動する 


▼ 


Windows をインストールする【各 0S のマニュアルを参照】 


▼ 


パソコンを再起動する 


はじめに 
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巧いかた 


使用時のま意や本製品の取り外しかたを説明します。 


使用上のミ主意 


• 本®品に仮想メモリーを剖リ当てないでください（本裝品に 0 S をインストールした 
場合を除く）。本製品を巧りかした際に、八ードディスク巧のデータが破读されるおそ 
れがあります。 

-本®品のアクセスランプが緑色点滅しているときは、絶対に eSATA ケーブルや USB 
ケーブル、電源ケーブルを巧いたリ、パソコンの電源スイッチを OFF にしたリしない 
でください。データが破損するおそれがちリます。 

- USB で抵廣した場合は、パソコン本体の省電カモード（スタンバイ、化止が態、 ス、 J - 
プなど）はな巧にしてください。データが破損したリ、省電カモードから復巧で去な 
いことがちります。 

• Macintosh をご使巧のちは、本製品を使巧する前に必ずフォーマット（初期化）してください。 
【画面で見るマニュアル「フォーマット/ メンテナンスガイド」】 

♦本製品はホットプラグに対応しています （ eSATA 接続の場合は、弾巧製 eSATA インターフェー 
スに接続した場合のみ)。 

本製品やパソコンの電源スイッチが ON のときでも接続ケーブルを抜き差しできます。ただし、 
ぶ、ず定められた手順に従って取り外してください。 【 P 8 「本製品の取り外しかた」】 

本製品にアクセスしているとき（アクセスランプが緑を点•滅しているとき）は、絶対に接 
続ケーブルを巧かないでください。本製品に記録されたデータが®損する巧れがあります。 

•複数の USB 機器と併巧したいときは、バッファローコクヨサプライ製 USB ハブ（別売）など 
を使用してください。 

♦パソコン本体と周辺機器のマニュアルも必ず参照してください。 

•本製品から 0 S を起動することができるのは、 eSATA 接続した場合のみです。 USB 接続した 
場合は、本製品から 0 S を起動でさません。 

•動作中に本製品を移動させたり、設置方向を変えないでください。本製品の破損の原因となり 
ます。 


#本製品に物を立てかけないでください。 

転倒して故障する恐れがあります。 

• Windows パソコンで使用する場合 

USB 接続する場合は、 USB 2.0 ポートに接続してください ( USB 1.1 接続は推巽しておりません)。 
USB 1.1 準拠の USB ポートに接続すると、「高速 USB デバイスが高速ではない USB ハブに接続 
されています。（が下略）」と表示されることがあります。 

• FAT 32 形式のハードディスクに保存できる1ファイルの最大容量は 4 GB です。 

本製品は FAT 32 お式でフォーマツトされているため、 ] ファイルの最大容量が 4 GB となりま 
す。 NTFS お式や MacOS 拡張フオーマツトお式で本製品をフォーマツト（初期化)すれば]ファ 
イルが 4 G 目が上のファイルでも保存できるようになります。 
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A 本製品の発熱について 

本製品は售体を利巧して内部からの熱を放熱しております。售体表面が熱くなりますが、 
異常ではありません。熱がこもると故障の原因となりますので、次の事項は行わないでく 
ださい。 

•本製品を横置きにしたり、積み重ねて使用しないでください。 

-本製品の上や周りに放熱を妨げるような物を置かないでください。 

-本製品に巧などをかぶせないでください。 


• Macintosh でリカバリーするときは、本製品を取り外してください。 

取り外さないとリカバリーできないことがあります。 

♦本製品の動作時、特に起動時やアクセス時などに音がすることがありますが、異常ではありま 
せん。 

• eSATA ケーブルで接続した場合（ポートマルチプライア非対応の場合)、本製品を複数の領域 
に分割していても、1つの領域しか認識されません。 

通常モード設定時は、ノ\ー ドディスク1台しか認識されません。 

• Windows XP/Server 2003 (Service Pack 適巧前をお使いの場合、 2TB を超える容量の領域 
に対応していません。 2 T 目を超える容量の本製品をフォーマットするときは、 RAID 管理ユー 
ティリティーで 「NTFS フォーマット-互換モード」または 「 FAT 32 フォーマット-互換モー 
ド」を選択してくださし、。 2 TB を超えないように領域を分割してフォーマットされます 。 【「RAID 
を構築する」 （ P 19) 参照】 


垂 Windows 7/Vista/Server 2008 R2/Server 2008/Server 2003 R2/Server 2003 (Service Pack 適 
用前の Windows Server 2003 を除く）をお使いで、 2TB を超える領域を 1 ドライブで使用し 
たいときは、 RAID 設定をしなおしてください。また、 WindowsXP や Servi び Pack を適用し 
ていない Windows Server 2003 をお使いで、 2TB を超える容量が認識できない場合は、互換モー 
ドになっていない可能性があります。 このようなときも RAID 設定をしなおしてください。 

•ウイルス対策などでセキュリティーソフトウェアをインストールしている場合 (Windows ファ 
イアウォールが外を使用している場合）、セキュリティーソフトウェアのマニュアルを参照し 
て、 RAID 管理ユーティリティーに: ¥Program Files¥BUFFALO¥RAID U 川け y¥RaidU 川 ity.exe) を 
ファイアウォールへ例外登録してください。設定に関する手順については、ソフトウェアメー 
力 一にお問い合わせく ださい。 
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本製品の取り外しかた 


な下の手順で取り外してください。 

rwsi パソコンの電源スイッチが OFF の時は、そのまま取り外せます。 


Windows 

接続方法によって、手順が異なります。 


■ USB 巧続の場合 

mmi おず巧の手順に従って巧り刘■してください。巧のお作を巧わずに本留品を巧りかすと、デー 
夕が破損したリ醒品が巧居する原因となります。な下の説明では 、 Windows Vista の画 
面を巧巧しています。 

NTFS お式でフォーマットしたパーティションがある場合、乂下の手順では取り外しでを 
ないことがあります。その場合は、パソコンの電源を OFF にしてから本製品を取り外し 
てください。 

1タスクトレイのステータスま巧領域にま巧されているアイコン（わ、または 
%.) をクリックします。 


2 メニユーがま示されたら、 [ USB 大容量記憶装置（デバイス）-ドライブ（を) 
を停止します]をクリックします。 


下線部には、本製品に割り当てられたドライブをが表示されます。 
お使いの 0 S によって、メツセージが少し異なります。 


USB 大容宜記恒装置-ドライブ （ H ) を哀全に取りかします 


本製品に害リリ当てら 
れているドライブ名 
が表示されます。 



EBaa TurboPC をち如にしていると去は I メニューに 「 TurboPC 」 とま示されます 
(Windows 7を除く）。 


3 巧全に巧リ外すことがでをる旨のメッセージがま巧されたら、 [0 K ] をクリック 
し、本製品を巧リがします。 

《メッセージが表示されるまで、しばらく時巧がかかる場合があります。 

《 RAID 管理ユーティリティーが起動している場合、エラーが表示され巧リかしできを 
いことがちリます。その場合は、 RAID 管理ユーティリティーを終了してから、上記 
の手順を巧ってください。 

《 Windows 7/ XP の場合は、 [0 K ] をクリックするがまはちリません（表示は自動的に巧 
えます)。 


が上で完了です。 
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■ eSATA 接続の場合 


本製品を起動用ハードディスクとしてお巧いの場合 (Windows をインス 
卜ールした場合）は、本製品をおりかさないでください。 

本製品に 0 S をインストールした場合、本製品を取りかすとパソコンが起動しません。また、 
再度接続したときもバソコンが起動しない恐れがあります。 

醉社製 eSATA インターフエースのマニュアルを参照してください。 

バソコンの eSATA ポートに巧镜している場合、パソコンの電おを OFF にしてから本醒 
品を巧りかしてください。バソコンの電おが ON のと去は、本裂品を巧リかしでをません。 

Macintosh 

Macintosh の場合は、な下の手順で本豐品を取り外してください。 

1本製品のアクセスランプが点なしていることを巧認し、デスクトップにある 
ハードディスク（本毁品）のアイコンをゴミ巧にドラッグアンドドロップしま 
す。 

本製品のすべてのアイコンを、ゴミ箱にドラッグアンドドロップしてください。 

2本製品を巧りかします。 

け上で完了です。 
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フオ—マツト 


本製品をフォーマット（初期化）するちまを説明しています。 


ごま意 


本製品は出荷時に FAT 32 お式でフォーマットされています。 

通常はそのままの状態でご使用いただけます。 

本製品を複数の領域に分けてご使用になる場合は、必ずフォーマットして 
ください。 

フォーマット手順は、付属 CD に収録されている「フォーマット/メンナ 
ンスガイド （ PDF ファイル)」をご参照ください。 


TeraStation に本製品を接続してお使いの場合、本製品のフォーマット手 
順は、 TeraStation に付属のマニュアルをご参照ください。 


•フォーマット中は、絶対にバソコンや TeraStation の電源を OFF にしたり、リセットしない 
でください。 

ディスクが破損するなどの問題が発生します。また、な後の動作についても保証できません。 
ご-ま意ください。 

♦フォーマットすると、/\-ドディスク巧にあるデータは失われます。フォーマットするおに、 

/ \-ドディスクの使用環境をもう一度よく確認してください。 

M — ドディスクのフォーマットは、お客様ご自身の責任で行うものです。 

誤って大切なデータやプログラムを削除しないように、フォーマットを実行するディスクが何 
台目のデイスクか、パーテイシヨン名は何かぶ、ず確認しておいてください。 
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ゾンテナンス 


本製品のメンテナンス方るや内蔵 A — ドディスクの交換方るを説明します。 



バックアップのぶ要性 

ハードディスクに蓄えられた重要なデータを保護するために、外部のメディアにデータの複製を 
作成することを「バックアップ」といいます。大容量 A - ドディスクには、日々大量のデータが 
格納されます。事故や人為的なミスなど不測の事態でデータを失うことは、業務上大きな損失と 
なります。 

バックアップを行えば、同じデータが複数のメディア （ M — ドディスクなど）に保巧されます。 
そのため、万が一、1つのメディアに保をしたデータが破損•ミ肖失した場合でも、化のメディア 
から破損-ミ肖失したデータを復元することができます。 

mm /\- ドディスクをほ用する場合は、ま巧的にバックアップを作巧してください。 

バックアップ巧のメディア_, 


バックアップ用のメディアにはこ欠のようなものがあります。 

- BD - R/RE - DVD ± R/RW - DVD-RAM - CD - R/RW 

•光磁気ディスク （ M 0) •増設 M — ドディスク •ネットワーク （ LAN ) サーバー 

可能な限り DVD - R など容量の大きいメディアにバックアップすることをおすすめします。 

増設ハードディスクにバックアップする場合は、そのハードディスクをバックアップ専用にする 
ことをおすすめします。 

バックアップデータの復元（リスト巧_, 


バックアップデータを元のハードディスクに復元することをリストアといいます。 

リストアコマンド/ツールは、一般的にバックアップコマンド/ツールで指定されたものな外は 
使巧できません。マニュアルなどで確認して使用してください。 


HD - QLSU 2/ R 5 シリーズユーザーズマニュアル 










Windows には、 M — ドディスクのエラー(異ち）をチェックするためのツールが付属しています。 
このツールはエラーを修復することもできます。ハードディスクをを全に使用するために、ハー 
ドディスクを定期的にチェックすることをおすすめします。 

r«a .エラーのチェック方まは、 Windows のヘルプやマニュアルを参照してください。 

• Macintosh には、 M — ドディスクのエラーをチェックするためのツールは付属してい 
ません。ディスクのチェックには、市販のユーティリティーを使用してください。 


最適化（デフラグ) 


ハードディスクを長期間使巧してファイルの書き込みや削除を繰り返していると、ファイルが分 
断されてディスクのあちらこちらに散らばってしまいます。これを断片化（フラグメンテーシヨ 
ン）といいます。断片化されたファイルの読み書きは、ディスクのあちらこちらにアクセスしな 
<てはいけないため、時間がかかってしまいます。 

このように散らばってしまったファイルをきれいに並べなおすことを、最適化（デフラグメンテー 
シヨン）といいます。ハードディスクを最適化すると、ディスクアクセスの速度が改善されます。 
Windows には、断片化したハードディスクを最適化するためのツールが付属しています。ハー 
ドディスクを快適に使巧するために、定期的にハードディスクを最適化することをおすすめしま 
す。 


naa •最適化のち法は、 Windows のヘルプやマニュアルを参照してください。 

• Macintosh には、ハードディスクを最適化するためのツールは付属していません。ディ 
スクの最適化には、市販のユーティリティーを使用してください。 


特をのソフトウエアが使用できない場合 


パソコン標準搭載のハードディスクを対象にしたソフトウェア 0 X ) 上で、本製品を使用できな 
いことがあります。 

その場合は、パソコンに標準搭載のハードディスクを使巧するか、他のソフトウェアを使巧して 
ください。 

《ソフトウェアの仕様はソフトウェアメーカー(プリインストールソフトウェアではパソコン 
メーカーの場合があります）にご確認ください。 
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RAID の横築 （ USB 接続のみ） 


本製品に内蔵されている4台のハードディスクで RAID を構築し、1台のハードディスクと使用 
できます。また、 RAID を解除したり、再構築する場合も J ■乂下の手順で行えます。 

RAID を巧築するときのま意 

参 RAID を構築する時は、本製品一台のみを USB ケーブルで接続し、他の USB 機器は全て取り 
列してください。本製品を eSATA で接続したり、他の USB 機器が接続されていたりすると、 
正常に RAID を構築できないことがあります。 

• RAID を構築すると、本製品にイ呆巧されていたデータが全て消ちされます。 RAID の構築を行う 
おにバツクアツプを作成してください。 

RAID とは 

RAID (レイド）とは、複数の A - ドディスクを組み合わせて1台の M - ドディスクに見立て、 A - 
ドディスクを高速化したり、故障時の復旧を容易にしたりするシステムです。本製品では、4台 
の A — ドディスクで RAID を構築します。ハードディスクの組み合わせかたにより、 RAID レベル 
がミ央められています。本製品が対応している RAID レベルは、次のとおりです。 

■ RAIDS モード（出巧時設巧/高をアクセスでき、データをま 
全にな巧できる） 

データからバリティ（誤り訂正符号）を生成し、データとともに複数の/\ードディスクに分散し 
て記録します。どれか1つ A — ドディスクが破損しても、ハードディスク交換により周りのデー 
夕とのパリティを比較し、データ復旧が可能です。 0 S 上からは、3台分の A — ドディスクの容量 
しか認識されません。データを分散してイ呆存するため、 M — ドディスクへのアクセスま度は、1 
台だけ使っている場合よりも高まです。 


•/\-ドディスクの構成例 

HD - QL 4 TSU 2/ R 5 の場合： 3 TB (1 TBX 3) の A — ドディスクとして認識します 
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■ RAID10 モード（高をアクセスでき、データをま全に保巧で 
をる） 

4台のハードディスクを1台として使用します。使用できる客量は、2台分のハードディスクの 
容量となります。分散して書き込みを行うのでアクセスま度が少しまくなります。 

同じデータを2個のハードディスクに同時に書き込んでいるので、ペア （1-2 または 3-4) を構 
成する一方のハードディスクが破損しても A — ドディスクを交換すればデータを復旧できます 
(1-2、または 3-4 両方破損した場合はデータを復旧することはできません)。 


• M - ドディスクの構成例 

HD - QL 4 TSU 2/ R 5 の場合： 2 TB (1 TBX 2) の A — ドディスクとして認識します 
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■ RAIDO モード（高速な大容量ハードティスクとしでほ用でき 
る） 

4台のハードディスクを1台の大客量 M — ドディスクとして使うち法です。データを分散して4 
台のハードディスクに同時記録するため、アクセスま度が向上します。 OS からは4台の A — ドディ 
スクの容量を足した1台の大容量ハードディスクとして認識されます。 RAID 0 モードでは、デー 
夕を保護するしくみがありません。そのため、ノ\-ドディスクが1台でも巧障したら、すべての 
データが読み出せなくなります。 

•/\-ドディスクの構成例 

HD - QL 4 TSU 2/ R 5 の場合： 4 TB (1 TBX 4) の M — ドディスクとして認識します 



メンテナンス 


HD-QLSU2/R5 シリーズユ-•ザーズマニュアル 


15 








■スパニングモード（大容量ハードディスクとして使用できる） 

4台の A — ドディスクを1台の大容量ハードディスクとして使うちまです。05からは4台のハー 
ドディスクの容量を足した1台の大容量ハードディスクとして認識されます。データを分散せず 
に保存するため、アクセス速度は通常と変わりません。スパ ニン グモードでは、データをイ呆護す 
るしくみがありません。そのため、ハードディスクが1台でも故障したら、すべてのデータが読 
み出せなくなります。 


•ハードディスクの構成例 

HD - QL 4 TSU 2/ R 5 の場合： 1 TB (1 TBX 4) のハードディスクとして認識します 
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■通常モード （4 台のハードディスクとして使用できる） 

RAID を構築しないで使巧します。本製品は4台のハードディスクとして認識され、それぞれに 
違うデータを保存できます。 


•ハードディスクの構成例 

HD - QL 4 TSU 2/ R 5 の場合： 1 TB のハードディスクを4台認識します 


データ 

①®感④ 

データ 

本本本本 

データ 


データ 

★★★★ 



4台のハードディスクに個別に 
アクセスでをる 

eSATA ケーカレで挂続した場合、ほ常モード設を時は、ハードディスク1台しか認識さ 
れません（本搜品を挂鏡した eSATA ポートがポートマルチプライアに対巧していれば4 
台ま示で去ます)。 
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RAID 管理ユーティリティーのインストール 

RAID を構築するときは、 RAID 管巧ユーティリティーを使用します。 RAID 管理ユーティリティー 
をインストールしていない場合は、が下の手順でインストールしてください。 

naa すでに raid 管理ユーティリテイーをインストールしている場合は、が下の手順は必要 
ありません。 


■ Windows 

1ユーテイリテイー CD をパソコンにセットします。 

DriveNavigator が起動します。起動しないときは、ユーティリティー CD 内の[コンピュー 
夕（マイコンピュータ)]内の CD - ROM ドライブアイコンををダブルクリックしてください。 

ム I かんたんスタート]-►[ソフトウエアの個がインストール]の順にクリックします。 

3 [ RAID 管理ユーティリティー]を選がし、 [ インストール開始]をクリックします。 

な降は、画面の指示に従ってインストールしてください。 


■ Mac OS X が降 


1ユーテイリテイー CD の [ Mac ] フォルダーにある 「 RaidUtility . dmgj をダブル 
クリックします。 


2デスクトツプに巧まされた RaidUtility デイスクをダブルクりックします。 


3 


RaidUtility ディスク巧の ^ 


な上で完了です。 


( RaidUtility ) をデスクトップにコピーします。 


RAID 管理ユーティリティーを起動するときは、デスクトップの 
クします。 


( RaidUtility ) をダブルクリツ 


デスクトップにコピーした ( RaidUtility ) は、削除しないでくだぞい。削除すると、 
RAID 管理ユーティリティーを起動できをくなります。削除してしまった場合は、巧度ュー 
ティリテイー CD からコピーしてください。 
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RAID を巧築する 

RAID は、け下の手順で構築してください。 

mm 「 RAID をな塞すると去のま意」 （ P 13) をおずおずリくださし、。 

naa ここでは 、 windows 7の画面を例に説明しています。お使いの 0 S によって画面が異な 
ります。 

1 RAID 管理ユーティリティーを起動します。 

.Windows の場合は、[スタート]-[(すべての）プログラム]- [BUFFALO] - [RAID 
Utility] - [RAID 管巧ユーティリティー]を選択します。 

X Windows 7/Vista をお使いの場合、「夕のプログラムにこの コン ピュータ への 変更を 
許可しますか？」や、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」と表 
示されたら、[はい]または[続行]をクリックします。 


• Macin 扣 sh の場合は、デスクトップにコピーした (RaidUtility) をダブルクリッ 
クします。 


2 [設巧]をクリックし、[ディスク巧巧の変更]を選がします。 


①[設定]をクリックします。 


—②[ディスク構成の変更]を選択します。 



な下の画旧が表示されたと去は？ 

パスワードを設定している場合は、な下の画面が表示されます。パスワードを入力して[ホ 
へ]をクリックしてください。 

陌 ハ’スワードをちれた場合、 RAID をな第することはで去ません。巧なサポートセン 
夕一へごま絡ください。 



①パスワードを入力します（半角英数を 
8文字 a 乂巧)。 

@ [ホへ]をクリックします。 
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3 巧窠する RAID を選巧し [ 次へ]をクリックします。 


①構築する RAID を選択します。 


②[ホへ]をクリックします。 


X パスワード設巧について 

RAIDS . RAID 10、 RAIDO 、 スパ ニン グを選 
択された場合、ディスク構成の変更時のパ 
スワードを設定できます（半角英数字8文 
字け巧)。バスワードを設をするときは、「パ 
スワードを設をする」にチェックを付け、 
設定するパスワードを入力してくださし、。 
なお、パスワードををれると RAID を構案 
できなくなりますので、お客様の責任で厳 
重に管理してください。 

X RAID 巧蜜時にリビルドする場合 （ RAIDS 、 RAID 10 のみ） 

RAIDS 、 RAID 10 を再構築される場合、構築時にリビルドでをます。リビルドを行う場合は 、 「RAID 
構を時にリビルドを行う」をチェックしてください。 

リビルド時間は、 RAIDS モードの場合で 100 GB あたり約19分 （ HD - QL 4 TSU 2/ R 5 の場合、約 
1卵分） RAID 10 モードの場合で 100 GB あたり約19分 （ HD - QL 4 TSU 2/ R 5 の場合、約380分） 
かかります。 

X Windows Server 2003 R2/Server 2003 の場合、な!!まの手順が異なります。画面に従って構築 
してください。構築が完了したらフォーマットしてください。 

4 フオーマットするお式を選がします （Windows のみ)。 



①フオーマツトするお式を選択します。 


②[次へ]をクリックします。 


. Macintosh をお巧し、の場合、上の画面は表示されません。巧の手順へをんでくださし、。 
• NTFS フォーマット（推資）を强 R することをお勧めします。 FAT 32 フォーマット 
を里巧した場合、化 B な上のファイルを保ちでをません。 

• WindowsXP / Server 2003 (Service Pack 適巧前）をお巧いの場合、 2 TB を超える客 
童の領域に知友していません。 

2 TB を超える容量の本留品をフォーマットするとをは 、 「NTFS フホーヌツ ト-互抵 
モード」または rFAT 32 フォーマット-互披モード」を遇巧してくださし、。 2 TB を 
巧えないようにお域を分剖してフォーマットされます。 

• 2 TB を超える客量のお巧をフォーマットするとを、 WTFS フォーマット（推坦)」 

を里がすると 2 TB な上でも1つのお巧として猫呆でをます。この場合 、 Windows 
XP / Seiver 2003 ( Servicepack 細前）では巧用でをません。 
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Windows をお巧いの方へ 

RAID 管理ユーティリティーでディスク構成 (NTR フォーマツトを選キ尺）の蜜更を行うと、次の画面が表 
示されることがあります。 

このようなときは、ディスク構成の変更が完了してから（「設 
定の変更が正常に終了しました」と表示されます)、必ず[キヤ 
ンセル]をクリツクしてください。 

ディスク構成の蜜要は正常に完了しています。そのままご使 
用ください。 


※上記の画面で[ディスクのフォーマット]をクリックしてしまつたときは、次のよラに操作してください。 
-「この操作を実行するための権ががありません」と表示された場合： 

[0 K ] をクリックしてください。 

-「フォーマットできません」と表示された場合： 

[閉じる]をクリックしてください。 

- Windows 標準のフォーマット画面が表示された場合： 

[閉じる]をクリックしてください。[開始]をクリックするとディスク構成の変更が正常に完了し 
ないことがあります。このよラなときは、再度 RAID 管理ユーティリティーでディスク構成を設定 
し直してください。 



5 「RAID モー ドををちすると、 ハー ドディスク巧のデータが消去されますがよろし 
いですか？」とま示されたら、 [ Yes ] をクリックします。 

6 「変更先ドライブの内容を巧度巧認してください。続行してよろしいですか？」 
と表示されたら、[はい]をクリックします。 

RAID の構成が始まります。 

1 「 RAID 横築が完了しました J と表示されたら、 [0 K ] をクリックします。 

1•乂上で RAID の構築は完了です。 


嚇篇 Macintosh をお使いの方へ 

- RAID を構築した後に本製品を MacOS 拡張お式で初期化する必要があります。画面で見 
るマニュアル「フォーマット/メンテナンスガイド」を参照して、本製品を初期化してく 
ださい。 

- RAID 構築後に本製品をパソコンに接続すると、アクセスランプが緑色に点灯して正常 
に認識されないことがあります。その場合は、本製品の電源を OFF した後、再度電源を 
ON にしてください。 


RAID を巧跨築^解除すをとまは 

「 RAID を構築する」と同じ手順で設定できます。再構築するときは、新しい RAID 設定を設定し 
てください。 RAID を解除するときは、「通常モード」を選択してください。 
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メール通知機能 ( Windows のみ) 


RAID 管理ユーティリティーで、指をされたイベント発を時に設定されたメールアドレスに通知 
メールを送信することができます。メール通知機能は巧のように設定します。 

naa ここでは、 windows ? の画面を例に説明しています。も'使いの os によって画面が異なります。 


[スタート]-[(すべての）プログラム]- [ BUFFALO ] - [ RAIDUtility ] - [RAID 
管理ユーテイリテイー]を JBR します。 


2 [設迫をクリックし、[オプシヨン設巧]を® R します。 


3 



-[設定]をクリックし、[オプシヨン設定] 
を選択します。 


① [ 監も弓設定]タブをクリックします。 

③ [ 異常発生時にメールを通知する]をク 
リックし、チェックマークを表示させ 
ます。 

メールの件名を入力することもでき 
ます。[デフオルトに戻す]をクリッ 
クすると、件るを [ HD-QLSU2/R5 
Report] とします。 


⑤[更新]をクリックします。 
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[メール送信設定]タブをクリックしま 
す。 


5使用しているメールサーバーのアドレス、アカウント、パスワードを入力し、 
送信元-送信ホのメールアドレスを指をします。 


S スプシ3シ 

isauss ] つ：ルまな巧至 1 


■ SMW - バ- 
アドレス I 

掛き元；*-ルアドレス 


31 「POP before SMTP J を巧用する 

P 0 巧-け- 

アドレス 



倫きアドレス 、 

アドレス1 

1テストま(ま1 

アドレス2 

[ テスト iS * 1 

アドレス3 

1テストお*) 

アドレス* 

1チストを巧] 

アドレス5 

、 

1テスト1 


[ 巧巧モ ー N こする I 


-①使用する SMTP サーバーのア ドレス、 
ポート番号、送信元メールアドレスを 
入力します。 

POP before SMTP を使用する場合は、 
[「POP before SMTP」 を使用する]を 
選択し、 POP サーバ のアドレス、 ポー 
卜番号、ユーザーアカウント、パスワー 
ドを入力します。 

-③送信先メールアドレスを入力します 
(最大5つまで)。 

-⑤[更新]をクリックします。 


出荷時状態（基本モード）では、け下のを件のときにメールを送信します。 


1. RAID メンテナンスエラーが発生した時。 

2. HDD エラーが発生した時。 

J •乂上でメール通知機能の設定は完了です。 
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naa メールを送信する条件は、な下の手順で指定できます。 


1 

2 

3 

2 


[ 化おモードにする]をクリックします。 

「化張モードへをちします。 J とま示されたら、 [Yes] をクリックします。 
[メール通知を件]タブをクリックします。 

どのようなと去にメールを送信するかま件を指をします。 



①メ ールを送信するを件をクリックし、 
チェック マー クを表示させます。 


② [更新]をクリックします。 


け上でメ ール送信のを件の指定は完了です。 
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能 (Windows のみ》 


RAID 管理ユーテイリテイーで、指定されたイベント発生時にタスクバーのアイコンからメッ 
セージを表示することができます。 

<表示例> 


@ QLSU 2 -XXX A X 
リビルド実斤中です (1 %) 


にか r •た 


12:16 

2010/06/18 


メッセージ表示機能は巧のように設定します。 

naa ここでは 、 windows 7の画面を例に説明しています。お使いの 0 S によって画面が異な 
ります。 

1[スタート]-[(すべての）プログラム]- [ BUFFALO ] - [ RAIDUtility ] - [RAID 
管巧ユーテイリテイー]を® K します。 


2 [設迫をクリックし、[オプシヨン設巧]を®尺します。 



-[設定]をクリックし、[オプシヨン設定] 
を選択します。 


3 


S オプシ3ン 

に臣が相 


I 夕-ル巧加胜 

巴 g 宙巧ち時け—化をが巧る 


巧なィ—ル件る（夏なすのみ） 

树ル KCStI 

IHD-OLSU2/R6 Report 

] 


【回ホヴ巧ブかぶ-ジ S 表示巧 

) - 


RAHW ンテナン； yg 巧 
己 RA1M ンテすンス巧を5巧用する 


ホおモス巧ユ-ル IS 苗 
S ち1日 

I 今が’ RMD タン？ナンス苗巧ち S 巧3る] 


-r 月巧曰 


巧お時別 lu : I巧 I 


-①[監視設定]タブをクリックします。 


-@[ポップアップメッセージを表示する] 
をクリックし、チェックマークを表示 
させます。 

-⑤[更新]をクリックします。 
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下記の条件のときに、メッセージを表示します。 

1. ディスクが挿入され、正常状態になりました。 

2. リビルドが完了し、正常が態になりました。 

3. ディスクが挿入されましたが、 RAID は異常状態です。 

4. ディスクが抜かれ、 RAID は異常が態です。 

5. RAID は、リビルド中から異常状態になりました。 

氏ディスクが挿入され、リビルドが開始されました。 

7. リビルド中にディスクが抜かれました。 

8. リビルド実行中です。 

9. RAID メンテナンスが実行されました。 

10. RAID メンテナンスが完了しました。 

11. RAID メンテナンス中です。 

12. RAID メンテナンス中にディスク間の相違が発生しました。 

13. RAID メンテナンス中にセクターを修正しました。 

14. R/W エラーが 発生し ま した。 

15 . ディスクが挿入されました。 

16 . ディスクげ巧かれました。 

17. HDD エラーが 発生し ま した。 

18. RAID が構築されました。 

19. RAID が削除され、通常モードになりました。 

20. リビルド中、ソースドライブにエラーが発生しました。 

21. リビルド中、ターゲットドライブにエラーが発生しました。 

22. リビルド中にソースドライブにタイムアウトエラーが発生しました。 

23. リビルド中にターゲットドライブにタイムアウトエラーが発生しました。 

が上でメッセージ表示機能の設定は完了です。 
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グ記録機能 (Windows のみ》 



RAID 管巧ユーティリティーがインストールされたフォルダー{初期設定では、 C:¥Program Files¥ 
目 UFFALO¥RAIDUtility¥xLSU2-xxx) には、自動的に 「even し log_(*1).txt」 ファイルが作成されます。 
ます。なお、ファイルは月ごとに分割されます。 

*1: 年と月の数字が入ります。例： 201日年7巧の場合は、「201007」と入ります。 
ログファイルには、次のような情報が記載されます。 


[2010/xx/xx xx:xx:xx ][ 情報レペル ] [ログの記録内容] 

ログの記録日時 INFO 二お知らせ情報 

WARN= 警告情報 
ERR ニエラー情報 


^^ログファイルの保を期間は、6ヶ月です。 

下記の条件のときに、ログが記録されます。 

1. ディスクが挿入され、正常が態になりました。 

2. リビルドが完了し、正常状態になりました。 

3. ディスクが挿入されましたが、 RAID は異常が態です。 

4. ディスクが抜かれ、 RAID は異常が態です。 

t RAID は、リビルド中から異常状態になりました。 

6. ディスクが挿入され、リビルドが開始されました。 

7. リビルド中にディスクが抜かれました。 

8. RAID メンテナンスが実巧されました。 

9. RAID メンテナンスが完了しました。 

10. RAID メンテナンス中にセクターを修正しました。 

11. R/W エラーが 発生しました。 

12. ディスクが挿入されました。 

13 . ディスクが巧かれました。 

14. HDD エラーが 発生しました。 

15. RAID が構築されました。 

16. RAID が削除され、通常モードになりました。 

17 . リビルド中、ソースドライブにエラーが発生しました。 

18. リビルド中、ターゲットドライブにエラーが発をしました。 

19. リビルド中にソースドライブにタイムアウトエラーが発生しました。 

20. リビルド中に夕ーゲットドライブにタイムアウトエラーが発生しました。 

从上でログ記録機能の設定は完了です。 


メンテナンス 
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RAID メンテナンス機能 (Windows のみ） 


RAID 管理ユーティリティーで、 RAID メンテナンス機能 （ 不良セクターによるエラーがないか定 
期的にチェックし、エラーがあった際は自動的にリビルドする機能）を設をすることができます。 
RAID メンテナンス機能はこ欠のように設定します。 

naa ここでは、 windows 7の画面を例に説明しています。お使いの 0S によって画面が異な 
ります。 


[スタート]-[(すべての）プログラム] 
管巧ユーテイリテイー]を風尺します。 


[BUFFALO] - [RAID Utility] - [RAID 


2 [設迫をクリックし、[オプシヨン設巧]を選がします。 


3 



ma アクセスランプは、ディスクアクセスに対応して緑色点滅します。 RAID メンテナンス機 
能実行中は、電源ランプが程色に点なします。 RAID メンテナンス機能実行中にドライブ 
に対してアクセスを行うと、完了までの時間が増えます。 

が上で RAID メンテナンス機能の設定は完了です。 
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naa raid メンテナンス機能は、次のま件では実行でをません。 

- RAID y ンテナンス中にエラーが発生した状態 
•リビルド中 

-既に RAID y ンテナンス機能が実行されているとき 

RAID メンテナンス機能の実行スケジュール 

RAID y ンテナンス機能の実行スケジュールは、こ欠の設定をすることができます。 

•毎週（日、巧、火、水、木、金、±から曜日指定できます。） 

•第 （K 2、3、 4) (日、月、火、水、木、金、±から曜日指定できます。） 

•第 K 3 (日、巧、火、水、木、金、±から曜日指定できます。） 

•第2、4 (日、月、火、水、木、金、±から曜日指定できます。） 

-毎月1日 

実行される時間は、〇〜23時の間で、1時間単位で指定できます。 

オプション設定画面で[更新]をクリックしたときに、現在時刻をもとに次の実行日時を 
計算し、30分後(降であればそのまま設定し、30分が内であればさらに次の実行日時を 
計算し設定します。 

例：「毎週日曜日」「午前0時」の設定を、±曜日の23時30分从前に設定した場合、30 
分後に RAID メンテナンス機能が有効化されます。±曜日の23時31分が降であれば、 
次の週に設定されます。 


本製品やハードディスクの詳細情報を巧認するには 

RAID 管理ユーティリティーのメニューから、[ファイル]-[情報]をクリックすると、本製 
品の詳細情報（ディスクの個数、デバイスのが態、ファンの状態など）を確認することがで 
さます。 

またオプション設定画面の[拡張モードにする]をクリックしたが態で、 RAID 管理ユーティ 
リティーのメニューから、[ファイル]-[情報]をクリックすると、ハードディスク個体の 
詳細情報を確認することができます。 

V_ 
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ft 障かなとおったら（ブザー•ランプの®誠 


本製品には、異常が発生した場合にブザーやアクセスランプで状態を表示する機能があります。 
故障かなと思ったときは、ブザーやアクセスランプの確認をしてください。 



アクセスランプ 

本製品に内蔵されたハードディ 
スクの状態を表示します。ラン 
プに記載の数字がディスクの番 
号を示しています。 


アクセスランプの 
状態 

ブザー音 

本製品の状態 

— 

ピー.ピー.ピー 

(繰り返し鳴る） 

背面のファンが停止しています。本製品の電源を OFF 
にして、ファンにほこりがたまっていないか確認して 
ください。ほこりを取り除いても解決しない場合は、 
ファンが故障している可能性があります。弊社サポー 
トセンターへご連絡ください。 

— 

ヒ。- 

(連続して 
鳴り続ける） 

ハードディスクが非常に高温となっています。背面の 
ファンが回転しているか確認してください。 

ファンが回転していない場合は、本製品の電源を OFF 
にして、ファンにほこりがたまっていないか確認して 
ください。ほこりを取り除いてもファンが回転しない 
場合は、ファンが故障している可能性があります。弊 
社サポートセンターへご連絡ください。 

ファンが回転している場合は、ハードディスクが故障 
している可能性があります。アクセスランプを確認 
し、ハードディスクの状態を確認してください。なお、 
どのアクセスランプも赤色点灯していない場合でも、 
ハードディスクが高温となっています。本製品の電源 
を OFF にして、1時間 J •乂上待ってからお使いください。 
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アクセスランプの 
いずれかが 
ホ色点灯 

ピー 

(約3秒鳴って 
停止） 

ハードディスクに異常があります。アクセスランプが 
点灯しているハードディスクを交換してください。交 
換しても解決しない場合は、ハードディスクが正しく 
接続されているか確認してください。 

アクセスランプの 
いずれか（複数の 
場合もあります） 

がホ色点滅 

(ピッピッピッ） 

リビルド（データ修復）中です。 RAIDS モードや 
RAID 10 モードでハードディスクを交換した場合にこ 
の状態となります。アクセスランプが緑色点灯するま 
で（リビルドが完了するまで）電源を OFF にしをいで 
くだぞい（リビルド完了時に、「ピッピッピッ J とブザー 
が P 点ります)。 本製品内部でデータの移動を行ってい 
ます。電源を OFF にすると、本製品が巧障したり、デー 
夕が破損-消失する恐れがあります。 

リビルド中でもパソコンに接続して使用できますが、 
データ転送速度が遅くなります。 

リビルド時間は、 RAIDS モードの場合で 100 GB あ 
たり約19分 （ HD - QL 4 TSU 2/ R 5 の場合、約190分） 
RAID 10 モードの場合で 100 GB あたり約19分 ( HD - 
QL 4 TSU 2/ R 5 の場合、約380分）かかります。 

全ての 

アクセスランプが 
赤色点灯 

ピー 

(約3秒鳴って停 
止） 

本製品を認識できません。本製品を USB で接続し、 
RAID を構築してください ( P 19 )o 

アクセスランプが 
複数、または、い 
ずれかが'消灯 

— 

ハードディスクが正しく接続されていません。ハード 
ディスクを正しく接続しなおしてください。 


※アクセスランプは、ディスクアクセスに巧応して緑色点滅します 。 RAID メンテナンス機能実 
行中は、電源ランプが程色に点灯します。 
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ハードディスクの交換 


本製品前面の DISK 1 〜4のアクセスランプがホ色に点灯していた場合、点灯している DISK 番号 
のハードディスクドライブが故障しています。このようなとき、別途同容量のハードディスクを 
用意し、故障したハードディスクと交換することができます。 

■ RAID 10/ RAID 5 モードでお使いのとき 

故障したハードディスクのアクセスランプが赤色点灯していますので、本製品の電源を OFF にし 
A 〔アダプターを取り外し、ハードディスクを交換してください。 

■ RAID 0/ スパニング/通常モードでお使いのとき 

RAID 0 モード、スパ ニン グモード、通甫モードで故障した時は、 RAID アレイ内のデータ、ハードディ 
スク内のデータを失います。 J \- ドディスクを交換してもデータを修復することはできません。 
RAID 管理ユーティリティーで故障したディスク番号の[状態]に「エラー発生」の文字が表示さ 
れます。本製品の電源を OFF にし、故障したハードディスクを交換してください。 


交換するときのミま意 

•本製品は精密な機器です。落としたり衝擊を与えないよう慎重に作業を行なってください。 

♦本製品は約 5.5 kg の重量があります。落としてけがすることがないよう慎重に作業を行なって 
ください。 

♦本製品本体の前面には、フロントパネルがマグネットで取り付けられています。前面を持って 
持ち上げるとかれて本体が落下する恐れがあります。持ち上げるときは、必ず本製品本体の側 
面を持って取り出してください。 

•本製品内部の金属部分で手をけがしないよう慎重に作業を行なってください。 

•ハードディスクを交換する場合は、本書で指示されていない部分は絶対に分觸しないでくださ 
し、。 本製品の分解によって生じた故障や破損は、弊社の保証対象外となりますので、あらかじ 
めご了承ください。 

•静電気による破損を防ぐため、身近な金属 （ ドアノブやアルミサッシなど）に手を轴れて、身 
体の静電気を取り除いてください。 

•製品内の 4 台全てのハードディスクを同時交換した場合は、動作いたしません。 

#同容量の交換専巧ハードディスクが外の動作は保証できません。 


32 


HD - QLSU 2/ R 5 シリー ズユーザーズ マニュアル 




交換手順 

な下の説明は取り外す場合の手順です。 A - ドディスクの交換後、元どおりに組み立てる場合は、 
取り外したときの逆の手順で行なってください。 

1巧度したハードディスクのを号のアクセスランプがホをに点巧しています。ア 
クセスランプのま号をメモしておをます。このを号が交おするハードディスク 
の香号となります。 

2パソコンの電おを OFF にして、本毁品をパソコンから巧りかします。 

3本毁品の電おを OFF にし、 AC アダプター、 USB ケーブル（または、 eSATA ケー 
ブル）をなりかします。 

4マグネットで固を古れている前旧カバーを手前へ巧り外します。 



5アクセスランプがホ色に点巧していたを号のハードディスクカートリツジのつ 
まみををホ巧に巧しながら手前へ引をます。 



巧り付ける場合は、カチンと音がするまでつまみを押さまます。 
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6 巧りかした逆の手順で刷売の力ートリツジ付ハードディスク OP-HD シリーズ 
を巧り付け、元どおりになみ立てます。 

X巧り付け時にま意すべきポイントがちる場合は、る手順の中で説明してちりますので、 
がずご参おください。 

7ケーブル預をすべて元の巧態に巧続し、本製品の電おを ON にします。 

8本毁品をパソコンに接続します。 

RAID 5 や RAimO の場合は、アクセスランプが赤色に点滅し、リビルドが始まります。 


i 乂上で A — ドディスクの交換は完了です。 
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巧属ソフトウェア ( Windows のみ) 

付属のソフトウェアの概要とお問合せ先をご案内します。 


付属ソフトウエアの概ま 


Windows Server 2008 R2/Server 2008/Server 2003 R2/Server 2003 や、 Mac OS 
をお使いの場合は、 RAID 管理ユーテイリテイーのみご使用いただけます。 


RAID 管巧ユーティ リティー 

本製品の RAID 設定を行うソフトです。本製品に内蔵された4台の M — ドディスクを1 台の)\- 
ドディスクとして使用することができるようになります。本ソフトで設定できる RAID は 「 RAIDS 」、 
「 RAID 10」、「 RAIDO 」、 「スパ ニン グ」と「通常モードいードディスク4台を個別に使う）」です。 

•できること 

本製品の RAID モードを変更できます。 

参使ぃかた 

「 RAID の構築 ( USB 接続のみ)」 ( P 13) を参照してください。 


TurboPC 

TurboPC は、書き込みキャッシュを使用し、転を速度を高ま化します。 

•できること 

本製品とバソコンの転さま度を高ま化できます。 

参使いかた 

TurboPC のマニュアルを参照してくださし、。 TurboPC のマニュアルは、本製品に収録されて 
います。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見るマニュアルについて」の手順 
で表示させてください。 


TurboCopy 

TurboCopy は、コピ ー /移動するフアイルをひとまとめに転さして効率化します。 


参できること 

バソコン内でファイルをコピ ー/ 移動する時間を短縮（高ま化）します。 

参使いかた 

TurboCopy のマニュアルを参照してください。 TurboCopy のマニュアルは、本製品に収録さ 
れています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見るマニュアルについて」の 
手順で表示させてください。 
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Backup utility _ 

し _' ■— . .W . - _ _ _ __ 

Backup Utility は、バックアップソフトウエアです。バックアップするドライブを指定しておく 
ことで、一定間隔または指定時刻に自動でバックアップを行えます。 

•使いかた 

Backup Utility のマニュアルを参照してください。 Backup Utility のマニュアルは、本製品に収 
録されています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見るマニュアルについて」 
の手順で表示させてください。 

#お問合せ先 

株式会社バッファローサポートセンター（マニュアル「はじめにお読みください」に記載）へ 
お問合せください。 


RAMDISK ユーティりティ 

パソコンに搭載されているメモリーの領域を仮想 A - ドディスク 「 RAMDISK 」 として使用するソ 
フトウェアです。 RAMDISK は、コンピュータ（マイコンピュータ）に M — ドディスクとして認 
識され、データの読み書きを巧うことができます。 

ハードディスクよりも高まなメモリーの特性をまかし、データの読み書きが快適に行えます。 

参使いかた 

RAMDISK ユーティリティのマニュアルを参照してください。 RAMDISK ユーティリティのマ 
ニュアルは、本豐品に収録されています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で 
見るマニュアルについて」の手順で表示させてください。 

• お問合せ巧 

株式会社バッファローサポートセンター（マニュアル「はじめにお読みください」に記載）へ 
お問合せください。 


Buffalo Tools ランチヤー 

目 uffalo Tools ランチヤーは、簡単にソフトウェアを起動させるためのランチヤーです 。 Buffalo 
Tools ランチヤーにあるアイコンをクリックするだけでソフトウェアやファイルを起動すること 
がでさます。 

•使いかた 

Buffalo Tools ランチヤーのマニュアルを参照してください 。 Buffalo Tools ランチヤーのマニュ 
アルは、本製品に収録されています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見る 
マニュアルについて」の手順で表示させてください。 

#お問合せ先 

株式会社バッファローサポートセンター（マニュアル「はじめにお読みください」に記載）へ 
お問合せください。 
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eco マネ — ジャー for HD 

I. . . 一 '.- ■ - - 

eco マネージャー for HD は、本製品をイ木止状態にして消費電力を抑えることができるソフ 
トウェアです。このソフトウェアを使用すれば、アクセスしないハードディスクの消費電力を抑 
えることができます。 

^^本書中の「休止状態」とは、このソフトウェアを使用してハードディスクの回転を停止した 
状態（スピンダウンが態）を指します。パソコン （ Windows ) の休止状態や、スタンバイ- 
ハイバネーシヨン等の省電力が態とは異なります。休止が態では、パワー•アクセスランプは 
消灯しますが、コンピュータ（マイコンピュータ）にある本製品のアイコンは表示されたまま 
です。 


#使いかた 

eco マネージャー forHD のマニュアルを参照してください。 eco マネージャ ー forHD のマニュ 
アルは、本製品に収録されています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見る 
マニュアルについて」の手順で表示させてください。 

#お問合せ先 

株式会社バッファローサポートセンター（マニュアル「はじかにお読みくださし、」に記載）へ 
お問合せください。 


SecureLock +Guard 

SecureLock + Guard は、 AES 暗号化ソフトウェアです。本製品に暗号化ボックス（暗号化された 
データを収納するファイル）を作成し、その中にデータを入れることで暗号化できます。暗号化 
ボックスの容量が外は自由にファイルの読み書きできるため、本製品1台で暗号化したデータと 
自由に読み書きできるデータを区別して保存することができます。データの読み出しには、パス 
ワードが必要になるため、万一、紛失や盗難にあった場合でも外部へのデータ流出を防ぐことが 
できます。 

また、不正アクセスや誤操作から暗号化したデータを保護する機能もついているため、をむして 
お使いいただけます（《）。 

Windows XP をお使いの場合、不正アクセスや誤操作から暗号化したデータを保護する 
機能には 、 「Windows XP Service Pack 2 乂降」がぶ、要です 。 Windows Update ( http :// 
windowsupdate . microsoft . com /) からインストールしてください。 

#使いかた 

SecureLock + Guard のマニュアルを参照してください 。 SecureLock + Guard のマニュアルは、 
本製品に収録されています。マニュアル「はじめにお読みください」の「画面で見るマニュア 
ルについて」の手順で表示させてください。 

#お問合せ先 

株式会社バッファローサポートセンター（マニュアル「はじめにお読みくださし、」に記載）へ 
お問合せください。 
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Acronis True Image HD 

AcronisTrue Image HD は、バックアップを作成するソフトウェアです。 Windows を起動したまま 
バックアップを作成できます。データのバックアップだけでなく、 0 S のインストールされた領域 
のバックアップも巧能です。システムの入った領域を他の領域にバックアップしておけば、システ 
ムの入った領域に何かあった場合、復旧が容易に行えます。 

•主な機能 

. バックアップ（イメージ）の作成と復元 
. バックアップ（イメージ）の管理 

-設定やディレクトリー構成などを変えることなく本製品や他のハードディスクへのデータ転送 
-転送時のパーティションサイズの変更やパーティションの位置の移動 
• パーティションの作成 

-起動用ディスクまたは USB y モリーなどのデータストレージデバイスの作成 
-ハードディスク全体のデータ完全消去 
-パーティションのデータ完全消去 
-本製品全体のデータ完全消去 

#使いかた 

Acronis True Image HD のマニュアルを参照してください 。 Acronis True Image HD のマニュ 
アルは、付属のユーティリティー CD に収録されています。マニュアル「はじめにお読みくだ 
さい」の「画面で見るマニュアルについて」の手順で表示させてください。 

Acronis True Image HD をインストールするには、インターネットからプロダクト 
インストールキーを巧得するがまがあリます。画面で見るマニュアル 「Acronis True 
Image HD のご利用について」を参•嗎して巧得してください。 


「AcronisTrue Image HDj の操作方法や製品情報は、下記窓口までお問い合わせください。 
^^株式会社バッファローでは 、 「Acronis True Imaae HD 」 に関するお問い合わせは受け付 
けておりません。あらかじめご了承ください。 

お P 月い合わせ巧アクロニス-ジャパン巧式を社 


【サポート情報】 

インター ネット： https :// www . runexy . co . jp / support / acronis _ support.htnnl 
TEL : 0120-958-507 (無料） 

受付時間 ： 9:00〜17:30 (±、日、巧祭日を除く） 

^^-部の電話でご利用になれない場合がございます。その場合には、 03-4520- 9786馆料） 
をご利用ください。 

サポートセンターのご利用にはユーザー登録が必要になります。 

アクロニス’ジャパン社のソフトウェアと製品本体（株式会社バッファロー ）のユーザー 
登録は別々に行う必要があります。バッファローのユーザー登録もちれずに行ってくだ 
さい。 
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ウイルスバスター（体験版） 

ウイルスに加えて新種のネットワークウイルスの検出や駆除、ハッカーからの攻撃を遮断する不 
正侵入検知機能などを備えたウイルス対策ソフトウェアです。体験版のため90日間のご利用とな 
ります。 

•使いかた 

ウイルスバスターのガイドブックを参照してください。ガイドブックは、ウイルスバスターの 
インストール時に起動するウィンドウから[ガイドブックを見る]をクリックすると表示され 
ます。 


アルををずお読みください 


ウイルスバスターのマニュアルには、ウイルスバスターを使巧するための注意事項やイ 
ンストール方法が記載されています。ウイルスバスターを使巧する前にぶ、ずお読みくだ 
さい。 


「ウイルスバスター」の操作方法や裝品情報は、下記窓口までお P 月い合わせください。 

※株式会社バッファローでは、「ウイルスバスター」に関するお問い合わせは受け付けており 
ません。あらかじめご了承ください。 

お問い合わせ先：トレンドマイクロ株式会社営業代表窓 □ 

TEL : 0570 -00-8326 (音声メッセージが流れますので「1番」をご選択ください。） 

営業日 ：平日のみ9:00〜18:00 

なお、年末年始は休日となります。予めご了承ください。 



付 

属 

ソ 
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ファイナルデータ（特別進立度試供版） 

削除されたデータを検索し、市販のファイナルデータの製品版で復元できるか確認を行えます。 
復元するには製品版を購入する必要があります。 

本ソフトウェアは、復元を巧うドライブなかの場所にインストールしてください。復元 
を巧うドライブにインストールすると、本ソフトウェアのデータが上書きされるため、 
巧元を巧まないことがあリます。 

•使いかた 

ソフトウェアのインストール後、ヘルプを参照してください。ヘルプは、が下の手順で起動 
できます。 

[スタートト[(すべての）プログラムト [ FINALDATA 本.*特別復元版試供版](本.*は数き） 
-[ヘルプファイル]を選択します。 


「ファイナルデータ」の操作方法や裝品情報は、下記な式をな AOS テクノロジーズ巧巧を社 
までお P 月し、合わせくださし、。 

※株式会社バッファローでは、「ファイナルデータ」に関するお問い合わせは受け付けており 
ません。あらかじめご了承ください。 

お問い合わせ巧 ： AOS テクノロジー ズななを社 

干 106-0041 東京都港区麻生台 2-3-5 NOA ビル 9F 

【サポート情報】 

フアイナルデータ製品版のご購入： http://www.finaldata.jp/buffalo.html 
巧術サポート： http://www.finaldata.jp/support/support.htnnl 
ライブサポート： http://www.finaldata.jp 
E メール ： finaldata@aos.com 
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付属ソフトウこ 


付属ソフトウェアは 、 DriveNavigator (パソコンにユーテイリテイー CD をセットしたときに表 
示されるメニュー）からインストールできます。が下の手順でインストールしてください。 


1パソコンにユーテイリテイー CD をセットします。 

Drive Navigator が起動します 。 Drive Navigator が起動しない場合は、ユーティリティー 
CD 内の 「 DriveNav し exe 」 をダブルクリックします。 

自動再生の画面は表示されたら、に riveNavigator を実行する]を選択してください。 

- Windows 7をお使いの場合、「次のプログラムにこのコンピュータへの変更を許可しま 
すか？」と表示されたら、[はい]をクリックしてください。 

• Windows Vista をお使いの場合、「プログラムを続行するにはあなたの許可が必要です」 
と表示されたら、[続行]をクリックしてください。 

2 [かんたんスタート]をクリックします。 


3 [ソフトウェアの個がインストール]をクリックします。 

4インストールするソフトウェアを選巧し、[インストール閱始]をクリックし 
ます。 

が降は画面の指示に従ってインストールしてください。 
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本製品の仕様を記載しています。 


仕様 


※最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホームぺージ （ buffalo . jp ) 
を参照してくださし、。 


インターフエース 

USB 

eSATA 

準拠規格 

USB Specification Rev 2.0 

Serial AT A Specification 
Revision 2.5 

コネクター 

USB シリーズ B コネクター X 1 

eSATA コネクター X 1 

最大転送速度（理論値） 

480 Mbps 

S.OGbps 

出荷時フォーマツトお式 

FAT 32 

外お寸法 

149( W ) X 154( H ) X 233( D)mm (突起物含まず） 

消費電力 

最大 90 W 

電源 

AC 100 V ' 50/60 HZ 

動作環境 

温度 

5〜35で 


湿度 

20〜80%(結露なきこと） 

対応機種 


USB 2.0 コネクターを標準搭載 
する次のパソコン 
• D 0 S/V 機 （0 ADG 仕撒 
• Apple 製 Mac (Intel プロ セツ 
サーを搭載した Mac のみ） 

eSATA コネクターを標準搭載 
する次のパソコン 
• D 0 S/V 機 （0 ADG 仕撒 
• Apple 製 Mac (Intel プロ セツ 
サーを搭載した Mac のみ） 



鮮社製 USB 2.0 ボード（別売） 
を搭載した D 0 S / V 機 (0 ADG 
仕様） 

弊社製 eSATA ボード（別売） 
を搭載した D 0 S / V 機 (0 ADG 
仕様） 

対応 0 S 

D 0 S/V 機 

Windows 7 (32 bit , 64 bit ) / Vista (32 bit , 64 bit ) / 

Windows XP (32 bit )/ 

Windows Server 2008 R 2 (64 bit ) / Server 2008 (32 bit , 64 bit ) / 
Windows Server 2003 R 2 (32 bit ) / Server 2003 口 2 bit ) 


Macintosh 

Mac OS XI 0.4 が降 

交換用ハ- 

-ドディスク 

轉社製 OP - HD シリーズ巧 


※通常モードでお使いの場合、 eSATA で接続すると、本製品に搭載された4台の/\ードディスクうち1台し 
か認識できません（本製品を接続した eSATA ポートがポートマルチプライアに対応してしている塌合は4 
台認識されます)。 

ドディスクを交換する場合は、故障したハードディスクと同じまたはそれ L 乂上の容量のいードディス 
クをご用意ください（例： HD - QL 4 TSU 2/ R 5 の場合、 OP - HD 1.0 T をご用意ください)。 
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naa windows をお使いの場合、本製品のドライバーが正常にインストールされるとデバイス 
マネージャー（デバイスマネージャ）にが下のデバイスが追加されます。 

デバイスマネージャー（デバイスマネージャ）は、次の方法で表示できます。 

[スタート]メニュー内の[コンピュータ （ またはマイコンピュータ）]をちクリツク^ [管 
理]をクリック^ [デバイスマネージャ]をクリック 


接続ち法 

追加場所 

追加デバイスる 

USB 

ディスクドライブ 

Windows 7 / Vista / Server 2008 R 2 / Server 2008 : 

BUFFALO HD - QLSU 2/ R 5 1 (*1) 

Windows XP / Sever 2003 R 2 / Server 2003 : 

BUFFALO HD - QLSU 2/ R 5 1 USB Device (*1) 

USB ( Univer"sal Serial 
Bus ) コントローラ 

Windows 7 / Vista / Server 2008 R 2 / Server 2008 : 

USB 大容量記憶装置（ツ） 

Windows XP / Sever 2003 R 2 / Server 2003 : 

USB 大容量記憶装置デバイス（リ） 

eSATA 

ディスクドライブ 

BUFFALO HD - QLSU 2/ R 5 SCSI Disk Device (*3) 


*1 通常モードでお使いの場合は 、 「BUFFALO HD - QLSU 2/ R 5」 に続いて4つの数字が追加 
されます。 

*2 TurboPC 機能を有効にしているときは、デバイスをに 「( TurboPC )」 が追加されます。 
*3 パソコンの eSATA ポートに接続している場合は 、 「BUFFALO HD - QLSU 2/ R 5」 と表示 
されることがあります。 



S 


HD - QLSU 2/ R 5 シリーズユーザーズマニュアル I 43 








HD - QLSU 2/ R 5 シリーズユーザーズマニュアル 

2010年7月8日初报発行 
巧巧 巧式をなバッファロー 



35011490 ver.Ol 


1-01 


ClO -016 



